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A confirmatory study on the influences on mental health from coping for interpersonal-stress as 
mediated by solution-awareness for stressors 
もv1asahiroτakamoto(Gγαduαte School 01 Compγehens切eHumα:n Saences， Uη叩eγsity01 Tsukubα， 
τsukuba 305-857~ ]，α争αn)
Yutak五 Matsui(Faculty 01 Human Scie:γzces， Uηzveγsz匂01Tsukuba， Tsukuba 3D5-857~ ]，吟α:n)
This study investigated the effects of interpersonaトstresscoping on menta1 hea1th via the 
perception of solved interpersonal stress events by using multiple regression analysis and structural 
equation mode1ing. ]apanese undergraduate students (Study 1: N = 342， Mean age is 20.0， SD = 1.30; 
Study 2: N = 275， Mean age is 20.4， SD = 2.13) participated in the study. Resu1ts indicated an indirect 
negative path from active coping， to problem-focused coping and to psycho10gica1 distress via the 
perception of solved interpersona1 stress events. Furthermore， a direct positive path from avoidance 
behavior to emotion-focused coping， and to psycho10gica1 distress， as well as an indirect positive path 
via the perception of solved interpersona1 stress events was identified. A direct positive path from 
active coping， toprob1em-focused coping， and to subjective wellbeing was a1so confirmed. These resu1ts 
suggest that prob1em-focused coping and emotion-focused coping might have a differentia1 effect on 
menta1 hea1th. 
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概念として位置づけている。
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本論文は，対人ストレス経!検特に行使されるコー
ピングが，対人ストレスの解決認知iを媒介して精神
的健康に及ぼす影響について検討することを目的と
する。
Lazarus & Fo1kman (1984本明・春木・織田監訳
1991)によって提唱された“トランスアクション理
論"は， コーピング研究における代表的な理論とし
て挙げられる。彼らの理論では，ストレッサーの経
験とストレス反応の生起までに，ストレツサ一に対対， 
する
ピンググ"を仮定しており，それぞれを理論の中核的
1) J}l所属¥日本学術振興会
コーピングの代表的分類には，問題焦点型対処と
情動焦点型対処の 2分類が挙げられる。問題焦点型
対処はストレッサーの解決を呂的に行使され，情動
焦点型対処はネガテイブな情動反応の低減を自的に
f子イ吏される。これまでのコーピング旬f究では，パー
ソナリティとの関連 (Connor-Smith& F1achsbart， 
2007; Nes & Segerstrom， 2006)や精神的健康との
関連 (Penley，Tomaka， & Wiebe， 2002)だけでなく，
ストレッサーに対ーする脅威度の高さによって適切な
コーピングが異なることを説明する適合性仮説
(Forsythe & Compas， 1987)なと¥数多くの研究が
実施されており，研究知見が蓄積されている (Coyne
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& Racioppo， 2000)。
従来のコーピング1iJf究では，ストレス反応やディ
ストレスなと¥ネガティブな心理的側面との関連が
仁iコ心的に検討されてきた。しかし，近年では，
Folkman (1997) やJ:<olkman& Moskowits (2000)， 
Lazarus (2003a; 2003b)によってネガテイブな心型
的側聞だけでなく嘗ポジテイブ感情に代表されるポ
ジティブな心理的側面を扱うことの重要性が指摘さ
れている。実際. Stone， Kennedy-Moore， & Neale 
(1995)やRoesch，ぬughn，Aldridge， & Viloclas (2009) 
はポジティブ感情についても測定を行い，コーピン
グの行{吏がネガティブ!~.!育とポジテイブ!惑情に及 l ま
す影響がそれぞれ巽なることを明らかにしている。
上記の研究では，問題焦点型対処および市守主1)焦点
型対処と精神的健康との関連から、それぞれのコー
ピングの適切性を評価している。しかし.それぞれ
のコーピングの適切性を評価する際には，精神的健
康との関連だけでなく，コービングの行使意図が達
成されたか否かも考慮する必要がある。 具体的に
は，問題焦点型対処の行使がストレッサーの解決に
寄与したか否か. .!育動魚点型対処の行使がネガテイ
ブな|育動反応の低減に寄与したか否かである。 上記
のj去を考慮することによって 選択されたコーピン
グが適切な効果を示したかを， より詳細&こ ~F1[iii で、き
る。二つのうち f走者については“ネガティブな情
動反応の低減への寄与"と"精神的健膜との関連"
とのjTJjに対応関係があり， これまでの研究からも推
測が可能で‘ある。ーブ子前者の問題焦点型対処にお
ける行使意図の達成の是非は，必ずしも精神的健康
との関連との間に対応関係があるわけでなし」その
ため，問題焦点型対処の行使意!)gjの達成の是非が評
il可能なモデルを新たに検討する必要がある。
これまでの研究は，いずれもコーピングと精神的
健康との間に産接的な関連を仮定して検討が行われ
てきた。そもそも，ストレス反応やディストレスの
生起は，ストレッサーのi笠，~~gzによって生じる。した
がって， これらネガテイブな心Jlji的側面の低iJ戒に
は，ストレッサーがWi:決したか否かを同時に考慮す
る必要がある。また，ネガテイブなli¥来事とポジ
ティブな出来事の主王!設は，ポジティブ!~.!育やネガ
テイブ感情に対して， インパクトの大きさや影響の
持続性がそれぞれ異なり，非対称的影響をもっ
(Taylor， 1991)。さらに， Folkman (1997)によると，
ポジテイブ感情はネガティブな出来事‘の経験と独立
して生起する。つまり，ストレッサーの経験によっ
て生起するストレス反応やディストレスは，スト
レッサーの解決によって1!ま滅する可能性カfあるカ-{
ポジティブな心理的側面(ポジテイブ感情や主観的
幸福!惑など)はストレッサーの解決に影響を受けな
い可能性が示唆される。 以上の点を考慮すれば，
コーピングと精神 I~内健)Yft との間にストレッサーの解
決を媒介変数として仮定することによって， コーピ
ングと精神的健康との関連がより精紋化される可能
性が示唆される。
以上の議論をまとめると (a) コーピングの適切
性を評価する上で，ストレッサーの解決を考慮:する
必嬰性. (b) ストレッサーの解決は感情や精神的健
康に非対称的な 1~f~響を及ぼす可能性が指摘される。
そこで，本論文では，対人ストレス経験H寺に行使さ
れるコーピングが，対人ストレスのwri犬認知を媒介
して精神的健康に影響を及ぼすかについて検討す
る。 研究 lでは上記の二つの観点に基づいて探索的
検討を行い，続く時的:E2では研究 1の結果に対する
Hil~iEI3IJ検討を行う。
研究 12) 
目的
対人ストレス・コービングと精神的健康との関連
を“解決認知"が媒介する可能性について，探索的
に検討することを目的とする。
方法
語査対象と実施方法 2010年 6月に東京都内の A
大学に在学する大学生を対象に講義1寺開を利用した
集合調査を実施し 342名(男性116名，女性223名，
不明 3名:M==20.0歳， SD =1.30) から有効回答を
得た。
倫理的配慮として，他人が特定されないこと，回
答を拒否しでも，途中で回答を止めてもよいこと等
を明記し，口頭でも説明した :l。
質問紙の構成 1 . フェイスシートには学年・年
齢-性別の記入を求めた。
2 )高本・キ13)1(2012)の研究 iおよび高本・ 1:3)1 1 (2013) 
の研究 lにおける Time1のデータを荷解析したもの
である。前者の論文は，本論文の研究 1で使用した
コーピング尺度の開発を目的としており，後者の論文
は，コー ピングとキJ!ttljl[竹健康との夜接的関連の検討を
目的としている。なお，本論文に執筆に当たり，デー
タの使用について上記した論文における第二著者の承
諾を得た。
3 )研究 iは，第一著者が研究実施当時に所属していた大
学に研究倫理委員会が設置されていなかったため，研
究倫理委員会の審査を受けていなし、。ただし，調査の
実胞にi祭して，社会心理学を専t"iとする大学教員 1名
が調査内容を事前に硲認し倫理的に問題がないと判
断したj二で実施した。
高本真克・松井 豊 対人ストレス・コー とングがストレ yサー の解決認知を媒介して精神的撞I!lfに及IJ:す影響についての確KiHドH灯、t 31 
2 対人ストレスの測定は高比良(1998)の対人
領域ライフイベント尺度短縮版15項目を捜用し，各
項目が示す対人ストレスをどの程度経!換したかを 4
件法で回答を求めた。また，各対宇人ストレスの出来
事がどの程度解決できたかを“1.全然解決できてい
ない"から“ 4. 十分に解決できた"の 4件法で回
答を求めた(以下解決認知lとする)。
3. 対人ストレス・コーピングの測定は i!吉本・ ~tj
)1 (2012) の対人ストレス・コーピング尺度30項 I~l
( 4件法)を用いた。
4. 精神的健!棄の測定には， _G.:J、下の三つの尺度を
mし3た。第一は1:コ)1.大坊(1985)が邦訳した日本
語版 GHQ精神健膜調査票の12項自版(4件法)。
第二は人生に対ーする満足尺度 (Diener，Emmons， 
Larsen， & Gri百in(1985) が作成し角野(1994)
が邦訳した尺度 5項目(7件法))。第三は日本語版
PANAS (佐藤・安田， 2001) のうち，ポジテイブ
感情を測定する 8項目を使用した(7件法)。
Subjective Well-Beingの構成要素のうち，認知的側
簡を人生に対する満足尺度によって測定し感情的
側面を日本語版 P必~AS によって測定した。分析で
は，両尺度の項目平均を加算した得点を主観的幸福
感の指標とした。
結果と考察
本研究で測定した各変数の記述統計量および各変
数問の相関係数を Table1に示す。続いて，対人ス
トレス・コーピングが解決認知を媒介して精神的健
康-に影響を及ぼす可能性について検討するために，
Table 1 
重回帰分析の繰り返しによるパス解析を行った。
分析の結果，積極的行動は主観的幸福感に対して
有意な正の偏回帰係数(日=.257，戸く.001)が見ら
れ.回避型行動は GHQに対して有意な正の偏回帰
係数 (s = .l77， Pく.001)が見られた。また，積極
的行動は解決認知に対して有意な正の{話回帰係数
(日 =.330，戸く.001)が見られ，回避型行動は解決
認知に対して有意な負の{扇回帰係数が見られた
(日=一.161，戸く.01)。さらに，角i，[jとfJ{!，3JIはGI-Qに
対して有意な負の偏回帰係数が見られた
(s = -.124，戸く.05)。
研究 lでは，対人ストレス・コーピングと精子IP0'] 
健康との関連を“解決認知"が媒介する i可能'1引こつ
いて，探索的に検討した。その結果，積極的行動は
主観的幸福感に対して直接効果をもち，回避型行動
はGI-Qに対して直接効果をもつことが示された。
また，積極的行動と回避型行動は“解決認知"を媒
介して GHQと関連をもつことが明らかにされた。
以上の結果から，対人ストレスの解決は GHQに
よって測定される精神的不健康とのみ関連をもち，
コーピングと精神的不健康との関連を媒介している
可能性が示唆された。そこで¥続く研究2では，研
究 iによって確認された関係性の再現性を確認する
とともに， “コーピング→解決認知→精神的不健康"
という媒介過程の検証を行う。
研究 2
方法
誤査対象と実施方法 2012年5月および9月に関
各諸変数間の記述統計量と棺関分析結果
1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 
1.解決~2j;u .292ヰ料 .175*** .071 一.084 .099* 一.139次 .159料
2.積極的行動 .288*キド .595*料 .491料* .236止*ネ .396料* .050 .259料*
3.状況把握 .175料 .605*** .290料* .353**捗 .368料* .051 .190料k
4.対人接近型行動 .062 .469木村 .302料* .337料* .446*ネ宇 .076 .165*ホ
5. 回避型行動 一.091t .217*** .361*** .316*付 .554**本 .188料ネ .039 
6 情動焦点型認知的
対処
.093* .384料ネ .373*** .436料* .550*キキ .003 .156料
7. GHQ 一.151料 .020 .060水 .031 .159料 .019 .527料ネ
8.主観的幸揺感 .160キ* .261 *** .190料* .166** .045 .155*学 .534料*
平均値 2.5 2.7 2.8 2.6 2.3 3.9 28.2 3.7 
標準偏差 0.66 0.69 0.83 0.69 0.85 0.95 6.41 0.97 
α係数 .82 .80 .6臼 .6 .80 .87 .91 
注)らく.10，ヲく.05，*ヲ<.01，料ヲく.01;左下は性別を統fliJした偏相関係数を，右上は単相関係数を示す
主観的幸福感の信頼性係数は， Feldt & Brennan (1989柳井・小笠原訳 1992)による加算得点の信頼性係数を示す
32 筑波大学心理学1iJf究 第 48号
京近郊の匡l立A大学と B大学に在学する大学生を
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4ろから有効回答を得た(男性117:7=1，女性149名，不
明9名:M=20.4蔵， SD = 2.13)。
倫理!的配慮として。個人が特定されないこと， ITl 
答を拒否しでも，途1+で回答を 1二めてもよいこと等
を|明記し仁INuでも説明した。また T 回答者に対す
る教育的配慮として.間交終了後に希望者には調査
結果を合めた研究概1告と調査内容に関連する1iJl究知
見の概説などを提供した。本liH究は所!医大学の1iJf究
倫理委員会の承認を得て実施された。
質問紙の構成 1 .対人ストレスは，過去 1ヵ月
以内に経験した出来事について自由記述で回答を求
めた。
2. 対人ストレス・コーピングは， 12i本・十公井二
(2012)の“改訂版対人ストレス・コーピング尺度"
34J頁 I~l を使用した( 4 1'1二法)。 過去 1ヵ月以内に経
!殺した対人ストレスに対して行使したコーピングに
ついて回答を求めた。
l司尺j支は，高本・相川 (2012) を改訂した尺度で
あり， 21玉l子構造で構成される 3下位尺度によって
測定される。問題焦点型対処):Z)支は白認知一行部f
カテゴリに相当する"状況把握"と.“.積極的行動"
で、t構帯)成戎さjれ，工lるO 他ブ方7工0 情動焦j点青主、型行動自的〈守]対処尺!度支と
{告作情1予古!与j:IT丞封動守出bJ焦J存主;三、い.1点己i主l主型~J咋Iif幻f
j避壁"カテゴリに4村相'1官|目3当する' おj人接近型行動"と“ITl
i壁型行動"および 1寺定的解釈"と "ITJ避的思考"
で構成される。
3. 対人ストレスの解決認知]は. 自由記述で回答
した対人ストレスがどの程度解決できたかを.研究
]と同じく 4件法で回答を求めた。
Table 2 
4 精神的健康の測定は， (a) 1=:1 )1.大坊(1985)
が邦訳した日本語版GHQ精神健康調査票の12項目
版(4件法)と (b)伊藤・相良・池田.)1 浦 (2003)
の“主観的幸福感尺度" 12項 i~l (4件法)を用いた。
フェイスシートには，学年-年齢・性別の記入欄
を設けた。
結果
本研究で測定した各変数の記述統計量および各変
数1M]の相関係数を Table2に示す。 続いて， {i)f究 1
の結果に基づき，構造方程式モデリングによるパス
解析を行った。なお，分析のl努，改訂版尺度の下位
因子間には，有意な相関が見られた下位因子 11~J に ~'I~i
関関係を仮定した。また.精神的健康の指標である
GHQと主観的幸福感のi習にも相関関係を仮定した。
以上の手)1互に従って検証モデルと作成し分析を
行った (Figure1)。分析の結果として得られたモ
デルの適合度指標は CFI= .924， RMSEA = .087，χ 
2(1i)=52.41 (pく.001) を示し，許容される数値が
得られた。
導出されたモデルでは，積極的行動と 18:1:illi:型行動
から解決認知に対して有意な偏lITl帰係数が見られ
(それぞれ庁=.285，戸く.001: s =一，208，戸く.01)， 
解決認知]は GHQに対して有意な負の偏lITl帰係数が
見られた(日=-.251，戸く.01)。また，積極的行動
から主観的幸福!惑に対して有意な偏回帰係数が見ら
れ(自=.176， Pく.001)，状況把擦と回避型行動か
らGHQに対して有意な正の偏回帰係数が見られた
(それぞれs= .224，戸く.001:自=.111， Pく.05)。な
お，モデル内で仮定した相関係数を Figure 1 の !]~Jä:
(こ不す。
各誌変数Ij¥1の記述統計量と相関分析結果
つ 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9. 
1. iJ平日とi2JJ .320**此 .078 一.184* 一.256 .210料一.043 .312ヤ付 .237"斗
2 積極的行動 .342次次* .561料* .152大 一.136* 458料をー.053 .127r .138ネ
3. :Iki足担保 .066 .568*成虫 .388*‘ド‘T .066 .604料* .1l6t .199*" .134* 
4. 対人接近~行動一 .180決 141* .396料 205** .243料* .214同* .222持ホ f .099 
5. Inlìlli:r;~行動 一 .280'~** -.147* .046 .193ネえ .022 .459同* .2lキ培全 一.065
6. i~n;引下げiJ;ío~1\ 211キ火 .489京本* .623料キ .236法料 .003 .l91** .055 .252料ネ
7. 18.1:遊的思考 一.044 .059 .111 .239*** .493・J，料・ .155 一.059 .073 
8. GHQ 一.364判決 130t .158'; 195** .203** .059 一.051 .469料*
9. 主観的さ;弓日!芸 ，225料 .145* 148"、 .11 一.087 .243*料 .072 .422*** 
平均1M 2.7 1.7 3.7 2.0 2.4 1.3 3.9 27.8 34.0 
標準偏差 0.98 0.59 1.00 0.78 0.70 0.39 1.1 5.92 5.00 
α係数 .81 .835 799 .719 .608 .721 .740 .834 
j主)らく.10，ヲく.05，キヤ<.01.料ヲく.001 左下は性日Ijを統HJIJした偏相関係数を，右上は単相関係数を示す
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積極的行動と回避型行動が対人ストレスの解決認
知1を媒介して精神的健康に影響を及ぼすという，媒
介過程が改めて確認された。そこで¥積極的行動と
回避型行動が解決認知を媒介して GHQに及ぼす間
接効果の有意性検定を，ブートストラップj去を用い
て行った。なお. r間接効果の95%C1の推定は，パー
センタイル法を)1干しEた。分析の結果，積極的行動と
IEi] Jltf型行動が解決認知!を媒介して GHQに及ぼす間
接効果はともに有意であった(積極的行動 (3
= -.071， SE = .027， 95%C1 [一.123，一.018J:回避
型行動:日=.052， SE = .025， 95%C1 [.002， .101J)。
考察
本M究は，対人ストレス経!校時に行使されるコー
ピングが，対人ストレスの解決認知を媒介して精神
的健康に及ぼす影響について検討することを目的と
した。
二つの研究を通して積極的行動および回避型行
動は，対人ストレスのW{:決認知を媒介することで，
精神的不健康と関連をもっていた。また，状況把握
と10避型行動は精神的不健康と直接的な関連をも
ち，積極的行動は主観的幸福感と藍接的な関連を
もっていた。さらに，対人ストレスの解決認知は，
精神的不健康とのみ有意な関連をもち，主観的幸福
!惑とは有意な関連をもたなかった。
176判
コーピングと精神的健康との関連に関するメタ分
析 (Penleyet a1.， 2002)では，問題焦点型対処が適
応的方1告として機能し，回避型コーピングが不適応
的方1きとして機能することが示されている。そのた
め，本研究で示された横極[内行動と回避型行動の結
果は. Penley et a1. (2002) によるメタ分析の結果
を支持する結果と考えられる。また，本研究から，
上記の二つのコーピングと精神的不健康とのI1jJに解
決認知が媒介変数として機能することが示された。
したがって，積極的行動および回避型行動と精神的
不健康との関連の一部は，解決認知lによって説明可
能であることが示唆された。
ーブ工本研究では，問題焦点型対処に相当する状
況把握がGHQとの|習に正の関連を示した。状況把
握は対宇人ストレスの客観的把握や問題解決に向けた
方法の立案を目的としており.ストレッサーに直面
した際に初期の段階で行使される(杉浦・杉浦・丹
野， 2005)。そのため，ストレッサーの脅威j支が高
いほど，多く行使される可能性がある。したがって，
本研究で状況把握と GHQとの間に正の関連が見ら
れた理由には，ストレッサーの脅威度という第三変
数による影響も考えられる。この点については，今
後， さらなる検討が必要である。
他方，対人ストレスの解決認知は，精神的不健康
とのみ有意な関連を示し，主観的幸福感とは有意な
|肯定的解釈 II醐開|
? ?
?
??
?
??
????
Figure 1. コーピングが解決認知を媒介して精神的健康に及ぼす影響ia) b) 
a)ヲく.05. キヲく.01.村Zラく.01
10) "積極的行動"と ";Ik況把握"(r= .576. pく.001). “積極的行動"と"対人接近型行動.. (ヤr七=.1凶65.戸く.0白5)上. "{貢
極i的~I旬i均守行動" と
と “対人接近型行動" (ヤr=.3お82.戸く.01). “状j況兄把握" と H 肯定的j解拝釈.. (ヤr=.6ω06.戸く.0∞01).
避自的守)芝思よ忍〔考" (ヤr=.ll1.戸く.0侃5)上' “対人接近型行動" と "@避型行動"(r= .17.戸く.01). '1m避型行動" と “肯定
的解釈"(r=.247.pく.01). '1m避型行動"と 1回避的思考" (ヤr=.4伯43.戸く.0∞01)上'
(r= .2却06.戸く.0∞01). “GHQ" と H主観的幸福感"(r=一.506.戸く.01)
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関連を示さなかった。したがって，精神的不健康や
ストレス反応などを{止めるためには，ストレス;1犬況
の解消が必要とされることが改めて確認された。ま
た，主観的幸福!惑は対人ストレスの解決認知!と有意
な関連を示さなかった。そのためP ポジティブな心
理的側面(主観的幸福感)はネガテイブイベント(対
人ストレス)の解決と独立して扱うことが可能であ
ることを示唆する。今回の結果は， ポジテイフブ'!感惑誌到'1
はネガガ、テイフブ心イベントの経!挨とは刻独l立して生j起包する
(伊Folk∞I汀man，1997) という指摘を支持する結呆果-として
角解ヰ釈することがでで、きる O
まとめと今後の諜題
本研究は， コーピングが精神的健療に及{ます影響
を，対人ストレスの解決認知を媒介変数に仮定して
検討した。その結果，精神的不健康を指標にした場
合，解決認知が媒介変数として機能していることが
示された。そのため，コーピングと精神的健康との
問に対人ストレスの解決認知を仮定することで，そ
れぞれのコーピングがどのようにして精神的{建膜と
関連を示すのかを， より詳細に把握することが可能
となった。また，対人ストレスの解消という，ネガ
テイブイベントの消失が精神的不健康と主観的幸福
感に対して非対称の影響を及ぼすことも示された。
ι上の二つのまIJ見は，現実場面において対人ストレ
スに直面している個人や.対人ストレスを経験した
|努に辿る一連のプロセスの理解の-HjJになると考え
られる。
本研究に関する今後の課題には，以下の2点が挙
げられる。第一は，個々人が経験した対人ストレス
の内容の考患である。本研究では，調査協力者が回
答した対人ストレスの内容を考慮した分析を行って
し、ない。しかし，対人ストレスの相違によってコー
ピングの働きが手:なる可能tlは十分に考えられる。
そのため，対人ストレスの内容を考慮した検討も必
要である。第二は，縦断的調査の必要性である。 近
年のコーピングli)f究では， 21l寺点もしくは 3n寺点調
査などに代表される典型的な縦断調査ではなく， 日
誌法などを月礼、た反復iJlJ定に基づくコーピングの個
人内プロセスの検討の必要性も指摘されている
(Somerfield & McCrae， 2000)。そのため，今後は
日誌法などを)刊し 1たより詳細7Jご検討が必要と考えら
れる。
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